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附属物質設計評価施設 岡本 佳比古 

 

形 式：東京大学 物性研究所 大講義室における対面と ZOOMによるオンラインのハイブリッド開催 

日 時：2024年 10月 2日 13時 ～ 10月 4日 16時半 

提案者：芥川 智行 (東北大学)、草本 哲郎 (大阪大学)、瀧宮 和男 (東北大学)、山本 浩史 (分子科学研究所)、 

井手上 敏也 (東京大学)、岡本 佳比古 (東京大学)、高木 里奈 (東京大学)、三輪 真嗣 (東京大学)、 

森 初果 (東京大学)、山浦 淳一 (東京大学) 

 

近年、新物性や新機能を追求する物性研究の対象が、分

子結晶、金属錯体、金属有機構造体(MOF)といった、分

子や、化学結合による原子団(クラスター)が集合してでき

た固体物質において大きな広がりを見せています。これら

の分子・クラスター系は、分子やクラスター自体の設計自

由度と、それらが固体中にどのように配列し組み上がるか

という自由度を併せもちます。そのため、これらの自由度

を生かした系統的で指向的な物質合成により無数の新物質

や新材料が得られ、さらに薄膜を用いたデバイスなど、得

られた物質や材料を用いたシステムの構築によって、さま

ざまな物性や機能が発現する魅力的な舞台です。一方で、

分子・クラスター系の物質は複雑なものが多く、分子性導

体、磁性体、誘電体のような特定の物質系を除いて、物性

研究の対象となってきた物質はそれほど多くなかったかも

しれません。しかし、近年ではユニークな特徴をもつ新物

質や新材料において多彩な物性や機能が発見されています。

例えば、キラリティー(光学活性)、極性、分子運動性、発

光性などの特徴をもつ分子やクラスターから構成される物

質において、非相反な超伝導現象、高い熱電特性、顕著な

スピン偏極現象、分子ローターによる強誘電性、円偏光発

光異方性、電子プロトン結合物性、さらにはエキゾチック

な励起子物性といった物性が実現しています。これらの発

見により、分子・クラスター系の物性研究は従来の枠組み

を超えた新しい研究領域へと発展しつつあり、大きな転換

期を迎えているといえます。 

 そこで、近年発展が著しい分子・クラスター系を対象と

した短期研究会を、2024 年 10 月 2 日から 4 日に、物性研

究所大講義室における対面開催と ZOOM によるオンライ

ン開催のハイブリッド方式によって開催しました。新物性

や新機能の発現を見据えた、分子・クラスター系の物質・

システム開拓研究を行う第一線の研究者に招待講演いただ

き、集中的な議論を行うことで、分子・クラスター系に関

する新たな展開を見定めることを大きな目的としました。

研究会がカバーした物質系は有機物から無機物まで幅広く、

研究の舞台となるシステムの形状は単結晶、ナノ粒子から

薄膜およびそれらを用いたデバイスと多岐にわたります。

本研究会では、各セッションが電気伝導性、磁性、誘電性、

光物性、低次元物性といった物性や機能に関するキーワー

ドに基づいて構成されたため、一つのセッションにさまざ

まな物質系の講演が並ぶことになりました。分子・クラス

ター系物質の多彩さが正に反映された、特徴的なプログラ

ムの短期研究会となったと感じています。 

 研究会には110名を超える多くの方の参加登録があり、

会場となった大講義室と ZOOM において活発な討論が行

われました。大学において後期の講義が始まったタイミン

グでの研究会となったため、全日程の参加がかなわなかっ

た招待講演者も多くいらっしゃいましたが、全ての招待講

演者に対面でご講演いただけたのは幸いでした。研究会は、

冒頭に提案者の岡本による趣旨説明と廣井所長のご挨拶が

あった後、山本浩史先生によるキラル物質を用いたスピン

偏極制御に関する招待講演から始まりました。初日は分子

性導体や有機無機ハイブリッド物質系における電気伝導性、

(キラル)磁性、電気分極性、および分子性物質における分

子のダイナミクスやそこから生み出される機能に着目した

講演が数多く行われました。二日目は宮島大吾先生による

平面性非芳香族化合物の研究に関する講演に始まり、

MOF、ポリオキソメタレート、ファンデルワールス結晶

と、初日と比べてさらに幅広い物質系の講演が行われまし

た。午後は 17 件のポスター講演の後、分子性物質やナノ

粒子系の合成や機能性、および分子性電池、有機トランジ

スタなどの有機エレクトロニクスに関する講演が多く行わ

れました。三日目は嘉部量太先生による有機材料中の電荷
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蓄積とそこから引き出される光機能に関する講演に始まり、

分子・クラスター系物質の光物性や光機能に関する講演が

複数行われた後、単一分子、オリゴマー、d-π 電子多軌道

系など、創発的な物性・機能性を有する新たな分子性物質

群の開拓に関する講演が行われました。 

 今回の短期研究会では、分子・クラスター系が関わる分

野における最近の際立った研究成果を把握できただけでな

く、若手や中堅の研究者に、物性分野の将来を担う有力な

人材が多く存在することを確認できました。また、分子・

クラスター系を研究対象とする幅広い分野の研究者に対して、

物性研究所の認知度が高まるきっかけの一つともなっただ

ろうと感じました。無機結晶固体を研究対象とする筆者の 

個人的な感想としては、分子・クラスター系の物質開拓研

究者が、無機分野と比べて系統的かつ戦略的に新物質を合

成し、ご自身の物性や機能開拓研究に生かしていることが

印象的でした。一方で、分子・クラスター系の研究者から

は、実際に実用化に至っている材料は無機物が多いとの意

見もありました。総じて今回の短期研究会は、分子・クラ

スター物質系における新物質・システム開拓研究をキーワ

ードとして、有機物から無機物まで幅広い研究対象をもつ

多様な研究者が交流し、将来を展望する有用な機会となっ

たと感じます。このような有意義な短期研究会を無事に開

催できたことを、全ての参加者と、研究会の運営に携わっ

た全ての方に感謝申し上げます。 

 

 

プ ロ グ ラ ム 

10 月 2 日（水） 

13:00-13:05 はじめに （物性研 岡本 佳比古） 

13:05-13:10 所長挨拶 （物性研所長 廣井 善二） 

 

Session 1  座長：三輪 真嗣 

13:10-13:35 山本 浩史（分子科学研究所） 「キラル物質によるスピン偏極制御」 

13:35-14:00 圷 広樹（大阪大学） 「極性有機伝導体」  

14:00-14:25 白旗 崇（愛媛大学） 「テトラチアペンタレン系分子性導体の新展開」 

 

Session 2  座長：高木 里奈 

14:45-15:10 谷口 耕治（東京工業大学） 「イオン挿入制御を介した有機・無機ハイブリッド化合物のスピン 

  物性開拓」 

15:10-15:35 石川 孟（東京大学） 「磁気電気二重ハイパーオクタゴン MOF」 

15:35-16:00 堀井 洋司（奈良女子大学） 「分子をもとにした磁気・電子・運動機能材料の構築」 

 

Session 3  座長：森 初果  

16:20-16:45 西内 智彦（大阪大学） 「嵩高い芳香環を密集させた π クラスターの創出と機能探索」 

16:45-17:10 芥川 智行（東北大学） 「分子集合体ダイナミクスを利用した機能性材料の創製」 

17:10-17:35 竹原 陵介（東京工業大学） 「有機物質における分子ダイナミクスと熱輸送の相関」 

17:35-18:00 出倉 駿（東北大学） 「有機スルホン酸塩における結晶中分子運動と無水プロトン伝導」 

 

10 月 3 日（木） 

Session 4  座長：山浦 淳一 

9:30- 9:55 宮島 大吾（香港中文大学） 「平面性非芳香族性化合物の可能性」  

9:55-10:20 井口 弘章（名古屋大学） 「分子性導体を基盤としたナノ多孔体の開発」 

10:20-10:45 湊 拓生（広島大学） 「異種金属多核構造の精密逐次合成と磁気特性制御」 

 

Session 5  座長：井手上 敏也 

11:05-11:30 坂本 良太（東北大学） 「分子低次元系の新展開」  

11:30-11:55 宮田 耕充（東京都立大学） 「遷移金属カルコゲナイドの構造制御と機能」 

11:55-12:20 加藤 俊顕（東北大学） 「ヤヌス原子層材料の創成と応用」 
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12:20-13:20  昼食休憩 

 

13:20-14:40  ポスター講演 

 

Session 6  座長：芥川 智行 

14:45-15:10 燒山 佑美（大阪大学） 「曲面 π 共役分子を基盤とした誘電応答性材料開発」 

15:10-15:35 草田 康平（京都大学） 「多元素ナノ物質開発とその触媒応用」 

15:35-16:00 安藤 吉勇（東京工業大学） 「合成未踏天然物への挑戦を契機とする新規物質変換法の開発」 

 

Session 7  座長：山本 浩史 

16:20-16:45 阿波賀 邦夫（名古屋大学） 「固体電気化学プロセスを利用した分子・クラスターの機能開拓」 

16:45-17:10 須田 理行（京都大学） 「キラルファンデルワールス超格子の創製とキラル物性の開拓」 

17:10-17:35 瀧宮 和男（東北大学） 「高移動度有機半導体への分子科学的アプローチ」 

 

10 月 4 日（金） 

Session 8  座長：藤野 智子 

9:30- 9:55 嘉部 量太（沖縄科学技術大学院大学） 「有機材料中の電荷蓄積と光機能」  

9:55-10:20 草本 哲郎（大阪大学） 「開殻分子系物質を基とするスピン相関発光機能の創出」 

10:20-10:45 相澤 直矢（大阪大学） 「励起一重項と三重項のエネルギーが逆転した有機 EL 材料」 

 

Session 9  座長：大熊 隆太郎 

11:05-11:30 田中 隆行（京都大学） 「アザ[n]ヘリセンの系統合成がもたらす物性と機能」  

11:30-11:55 伊澤 誠一郎（東京工業大学） 「分子界面を使った新たな有機光エレクトロニクス」 

11:55-12:20 石井 あゆみ（早稲田大学） 「一次元らせんマテリアルによる新規光デバイス機能」 

 

12:20-13:30 昼食休憩 

 

Session 10 座長：草本 哲郎 

13:30-13:55 上田 顕（熊本大学） 「純有機中性分子を基盤とした新しい分子性導体の開発」  

13:55-14:20 秋山 みどり（京都大学） 「多フッ素化キュバンの合成と構造・物性の開拓」 

14:20-14:45 藤野 智子（東京大学） 「オリゴマー型伝導体：分子軌道の設計による伝導性制御」 

 

Session 11 座長：岡本 佳比古 

15:05-15:30 高木 里奈（東京大学） 「単一分子性導体における多軌道強相関電子相の解明」  

15:30-15:55 原口 祐哉（東京農工大学） 「クラスターモット絶縁体の量子スピン液体再考」 

15:55-16:20 今城 周作（東京大学） 「π-d 混成と分子自由度が生むポメランチュク電子」 

16:20-16:30 おわりに 

集合写真 
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